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国
土
交
通
省
の
社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員

会
は
14
日
、
点
検
・
診
断
に

関
す
る
資
格
制
度
構
築
に
対

す
る
提
言
の
大
筋
を
固
め

た
。
資
格
制
度
は
８
分
野
・

11
施
設
で
構
築
す
る
こ
と
に

し
、
点
検
・
診
断
の
業
務
内

容
ご
と
に
必
要
な
知
識
と
技

術
水
準
を
満
た
し
た
既
存
の

民
間
資
格
を
登
録
す
る
。
資

格
取
得
者
に
対
す
る
更
新
規

定
を
設
け
る
こ
と
も
求
め

る
。
提
言
で
は
さ
ら
に
、
点

検
・
診
断
に
関
す
る
技
術
と

新
設
設
計
に
関
す
る
技
術
が

密
接
に
関
係
す
る
と
し
て
、

新
設
の
調
査
・
設
計
分
野
で

も
資
格
制
度
を
構
築
す
る
こ

と
を
新
た
に
訴
え
て
い
る
。

　

資
格
制
度
は
①
道
路
（
橋

梁
、ト
ン
ネ
ル
）
②
河
川
（
堤

防
・
河
道
）
③
砂
防
（
砂
防

設
備
、地
す
べ
り
防
止
施
設
、

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
）

④
海
岸
（
海
岸
堤
防
）
⑤
下

水
道
（
管
路
施
設
）
⑥
港
湾

（
港
湾
施
設
）
⑦
空
港
（
空

港
施
設
）
⑧
公
園
（
公
園
施

設
）
│
の
８
分
野
11
施
設
で

構
築
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、
橋
梁
、
ト
ン

ネ
ル
、
公
園
施
設
の
３
施
設

は
、
点
検
と
診
断
の
そ
れ
ぞ

れ
に
区
分
を
設
け
て
別
途
登

録
を
求
め
る
。
そ
の
ほ
か
の

８
施
設
は
点
検
・
診
断
を
同

じ
登
録
区
分
と
し
、
一
つ
の

資
格
を
取
得
す
れ
ば
点
検
・

診
断
双
方
の
有
資
格
者
と
認

め
る
。
港
湾
施
設
と
空
港
施

設
に
は
、
補
修
設
計
の
登
録

区
分
も
設
け
、
点
検
・
診
断

と
は
別
に
民
間
資
格
を
登
録

す
る
。

　

登
録
す
る
民
間
資
格
に

は
、
施
設
数
が
圧
倒
的
に
多

い
地
方
自
治
体
の
所
管
施
設

の
点
検
・
診
断
を
念
頭
に
技

術
水
準
を
設
け
て
も
ら
う
。

資
格
試
験
で
は
①
法
令
②
技

術
基
準
③
工
学
的
基
礎
知
識

④
経
験
⑤
点
検
に
関
す
る
知

識
⑥
診
断
に
関
す
る
知
識
⑦

　

県
電
設
業
協
会
（
坂
本
幹

夫
会
長
）
は
11
日
、
福
島
市

の
県
電
協
会
館
で
会
員
企
業

の
若
手
経
営
者
に
よ
る
懇
談

会
を
開
き
、
経
営
上
の
課
題

や
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

次
代
を
担
う
若
手
経
営
者

が
電
設
業
界
、
各
企
業
の
課

題
や
将
来
の
展
望
に
つ
い
て

懇
談
す
る
場
を
設
け
て
、
業

界
や
協
会
の
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
総
務
委
員
会
が
企

画
し
た
。
石
川
亘
委
員
長
が

「
各
企
業
の
強
靭
化
、
魅
力

あ
る
協
会
の
在
り
方
を
テ
ー

マ
の
中
心
に
考
え
て
い
る

が
、
枠
に
捉
わ
れ
ず
自
由
に

意
見
を
交
わ
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

懇
談
会
は
座
談
会
方
式
で

行
わ
れ
、
菊
池
吉
浩
（
菊
池

電
設
工
業
）、吉
田
政
夫
（
中

野
電
工
）、
石
川
格
子
（
東

陽
電
気
工
事
）、蛭
田
淳
（
岩

電
機
工
事
）、
荒
明
（
光
洋

電
設
）、
目
黒
健
之
（
目
黒

工
業
商
会
）、萩
生
田
学
（
萩

生
田
電
設
）
の
各
社
長
が
参

加
。
永
井
博
総
務
委
員
会
副

委
員
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
た
。

　

参
加
し
た
７
人
は
い
ず
れ

も
２
代
目
、
３
代
目
で
、
社

業
を
継
い
だ
経
緯
を
含
め
自

社
の
業
務
体
制
・
状
況
な
ど

を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
が
人
材

育
成
・
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
進
出
の
考
え
方
な
ど

を
披
露
し
た
ほ
か
、
社
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

社
員
教
育
な
ど
日
頃
の
悩
み

に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換
し

た
。

資源エネ
ルギー庁

来
月
ま
で
追
加
公
募

半
農
半
エ
ネ

モ
デ
ル
補
助　

25
日
に
福
島
で
説
明
会

13
市
町
村
に
16
億
交
付

子
ど
も
元
気
復
興
交
付
金

　

県
は
14
日
、
東
京
電
力
が

広
野
火
力
発
電
所
と
常
磐
共

同
火
力
勿
来
発
電
所
で
計
画

し
て
い
る
「
福
島
復
興
大
型

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
（
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
設
備
実
証
計
画
」

の
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に

対
す
る
知
事
意
見
を
提
出
し

た
。
事
業
者
は
今
後
、
意
見

の
内
容
を
検
討
し
た
上
で
事

業
計
画
を
決
定
し
、
環
境
影

響
評
価
方
法
書
を
作
成
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
設
備
実
証
計
画

は
、
世
界
最
新
鋭
の
50
万
㌔

㍗
級
発
電
設
備
を
新
設
し
、

高
出
力
・
高
効
率
化
、
多
炭

種
対
応
な
ど
の
実
証
を
行
う

も
の
。
着
工
は
２
基
と
も
28

年
度
半
ば
を
予
定
し
、
31
年

ま
で
に
主
機
建
設
な
ど
を
進

め
、
32
年
７
月
前
に
運
転
開

始
し
た
い
方
針
。そ
の
た
め
、

国
や
県
に
は
審
査
の
迅
速
化

を
求
め
、
一
般
的
な
環
境
ア

セ
ス
期
間
51
・
５
カ
月
を
32

カ
月
に
短
縮
し
、
28
年
度
半

ば
ま
で
に
終
了
さ
せ
た
い
考

え
だ
。

　

な
お
、
勿
来
は
常
磐
共
同

火
力
と
の
共
同
事
業
。

　

今
年
度
第
３
回
ヘ
リ
テ
ー

ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
習

会
が
12
日
、
福
島
市
の
県
建

設
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
三

浦
藤
夫
三
浦
工
匠
店
代
表
取

締
役
が
「
歴
史
的
建
造
物
の

修
復
保
全
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
た
。

　

大
工
歴
52
年
に
及
び
、
現

在
は
６
人
の
職
人
と
文
化
財

の
修
理
修
復
、
住
宅
の
新
築

を
手
掛
け
て
い
る
三
浦
氏
は

30
年
ほ
ど
前
か
ら
、
文
化
庁

が
伝
統
的
建
造
物
の
技
術
継

承
の
た
め
開
い
て
い
た
「
日

本
建
築
セ
ミ
ナ
ー
」
に
通
い

文
化
財
の
修
復
等
の
知
見
を

深
め
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

文
化
財
修
復
の
際
に
、継
手
・

仕
口
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統

的
技
術
が
分
か
ら
ず
、
修
復

に
困
難
を
き
た
す
事
例
が
続

出
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
文

化
庁
等
が
立
ち
上
げ
た
も
の

で
、
全
国
か
ら
建
築
家
や
大

学
教
授
が
集
ま
り
月
２
回
、

座
学
と
現
場
研
修
を
行
っ
た

も
の
。
こ
れ
に
よ
り
文
化
財

の
解
体
・
組
立
に
自
信
が
付

き
、
震
災
後
に
も
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
10
世
紀
の
「
春
日

権
現
記
絵
」
に
描
か
れ
た
「
ち

ょ
う
な
」「
や
り
か
ん
な
」
な

ど
の
大
工
道
具
を
用
い
、
ほ

と
ん
ど
同
じ
や
り
方
で
造
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
ほ
か「
大
工
覚
え
」を
解
説
。

日
本
書
紀
で
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
が
適
材
適
所
を
指
示
し

た
こ
と
に
始
ま
る
「
木
材
の

使
い
方
」
や
西
岡
棟
梁
ら
「
大

棟
梁
」「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」「
番
付
」

「
風
蝕
」「
木
材
の
吸
水
」「
立

木
の
見
立
て
」「
和

釘
と
洋
釘
」「
三

和
土
（
た
た
き
）」

な
ど
の
知
識
を

次
々
と
披
露
し

た
。

　

建
築
で
の
「
本
歌
取
り
」

に
つ
い
て
鶴
ヶ
城
・
麟
閣
の

例
を
挙
げ
て
説
明
。
持
ち
主

の
承
諾
を
得
て
寸
分
違
わ
ず

仕
上
げ
る
こ
と
で
「
本
歌
」

が
焼
失
し
た
場
合
、
無
償
で

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
そ

れ
は
「
建
築
だ
け
に
許
さ
れ

た
行
為
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
約
50
種
の
継
手
・
仕

口
で
構
成
さ
れ
た
在
来
構
法

モ
デ
ル
や
実
際
に
使
用
さ
れ

た
継
手
の
例
で
そ
の
仕
組
み

を
解
説
し
た
ほ
か
槍
鉋
（
や

り
か
ん
な
）、
前
手
斧
（
ち

ょ
う
な
）、大
鉞（
ま
さ
か
り
）

な
ど
の
古
道
具
を
使
っ
て
実

演
し
、
受
講
者
ら
も
挑
戦
し

て
い
た
。
槍
鉋
は
力
や
角
度

が
難
し
く
、
コ
ツ
を
つ
か
む

ま
で
一
苦
労
す
る
場
面
も
見

ら
れ
た
。
風
合
い
や
ツ
ヤ
出

し
の
た
め
の
古
式
付
け
も
実

演
し
た
。

　

こ
の
後
、
福
島
市
大
森
の

安
藤
大
工
道
具
館
に
移
動
。

安
藤
錬
雄
安
藤
組
会
長
が
、

大
工
時
代
に
加
え
長
年
か
け

て
収
集
し
た
約
２
０
０
０
点

も
の
大
工
道
具
を
見
学
し

た
。

　

国
土
交
通
省
の
ま
と
め
に

よ
る
と
、
26
年
３
月
31
日
時

点
で
建
設
業
許
可
を
取
得
し

て
い
る
外
国
建
設
業
者
は
１

３
２
社
で
、
前
年
度
よ
り
11

社
増
加
し
た
。
新
規
に
18
社

が
建
設
業
許
可
を
取
得
す
る

一
方
で
、
４
社
が
廃
業
し
、

３
社
が
許
可
を
失
効
し
た
。

　

外
国
建
設
業
者
は
、
外
国

法
人
か
、
外
資
50
％
以
上
の

日
本
法
人
。
国
別
の
新
規
取

得
業
者
の
内
訳
は
、
米
国
が

５
社
と
最
多
で
、韓
国
２
社
、

ド
イ
ツ
２
社
、
イ
タ
リ
ア
２

社
な
ど
が
続
い
た
。

　

許
可
行
政
庁
別
の
新
規
取

得
業
者
は
次
の
通
り
（
か
っ

こ
内
は
国
籍
）。

　

▽
国
土
交
通
＝
ク
ロ
リ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
ズ（
イ
タ
リ
ア
）

▽
千
葉
県
＝
丸
山
電
気
工
事

（
韓
国
）
▽
東
京
都
＝
Ｉ
Ｈ

Ｉ
ポ
ー
ル
ワ
ー
ス
（
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
）
日
本
オ
ル
ボ
テ

ッ
ク
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
ハ
ネ

ウ
ェ
ル
ジ
ャ
パ
ン
（
米
国
）

ジ
ョ
ン
ビ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
米
国
）
Ｉ
＆
Ｃ
（
韓

国
）
上
海
振
華
重
工
業
団
股

份
有
限
公
司
東
京
支
店
（
中

国
）
Ｒ
Ｂ
Ｉ　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ

（
米
国
）
エ
イ
ヴ
ィ
エ
ル
ジ

ャ
パ
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

ベ
イ
エ
ナ
ジ
ー
日
本
（
ド
イ

ツ
）▽
神
奈
川
県
＝
ゲ
ル
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
（
ド
イ
ツ
）
リ
エ

ロ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
イ
タ
リ
ア
）

デ
ィ
バ
ー
シ
ー
（
イ
ギ
リ
ス

領
ケ
イ
マ
ン
諸
島
）
▽
愛
知

県
＝
イ
ナ
ベ
ン
サ
・
グ
リ
ー

ン
エ
ナ
ジ
ー
（
ス
ペ
イ
ン
）

ト
ー
テ
ッ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
米
国
）
▽
兵
庫
県

＝
フ
ォ
ル
ス
ベ
ル
・
ア
ジ
ア
・

リ
ミ
テ
ッ
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）

▽
沖
縄
県
＝
Ｌ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ

ン
（
米
国
）

新
規
に
18
社
が
取
得
外
国
企
業
の

建
設
業
許
可

　

‌

◆
県
ア
セ
ス
条
例
適
用
外

に
認
定�　

県
は
11
日
付
で
、

環
境
省
が
南
相
馬
市
小
高
区

と
浪
江
町
に
計
画
す
る
減
容

化
処
理
施
設
（
仮
設
焼
却
炉

等
）
の
設
置
事
業
を
県
環
境

影
響
評
価
条
例
の
適
用
除
外

事
業
に
認
定
し
た
。
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
を
簡
素

化
、
短
縮
化
す
る
。

　

南
相
馬
市
、
浪
江
町
の
各

対
策
地
域
内
の
廃
棄
物
処
理

の
た
め
時
限
的
に
仮
設
焼
却

炉
等
を
設
置
す
る
も
の
で
、

南
相
馬
の
施
設
（
焼
却
能
力

２
０
０
㌧
／
日
、
小
高
区
蛯

沢
字
笠
谷
26
ほ
か
地
内
）
は

業
務
（
設
計
施
工
・
運
営
等
）

を
Ｊ
Ｆ
Ｅ
・
日
本
国
土
Ｊ
Ｖ

が
行
う
。
浪
江
町
施
設
（
焼

却
能
力
３
０
０
㌧
／
日
、
大

字
棚
塩
字
向
川
原
地
内
）
の

業
務
は
今
月
25
日
に
一
般
競

争
を
開
札
す
る
。

　

‌

国
土
交
通
省�

（
15
日
付
）

　

▽
住
宅
局
安
心
居
住
推
進

課
長
（
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
業
課
入
札
制
度
企
画
指

導
室
長
）中
田
裕
人
▽
土
地
・

建
設
産
業
局
建
設
業
課
入
札

制
度
企
画
指
導
室
長
（
都
市

局
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
都
市

開
発
金
融
支
援
室
長
）
佐
藤

守
孝
▽
都
市
局
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
都
市
開
発
金
融
支
援

室
長
（
住
宅
局
住
宅
政
策
課

企
画
専
門
官
）
神
谷
将
広

　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ン
（
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ネ
ケ

社
長
）
は
、
除
雪
、
廃
棄

物
処
理
、
道
路
工
事
な
ど

幅
広
い
現
場
で
活
躍
す
る

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
２
機
種

を
７
月
１
日
か
ら
発
売
し

た
。
今
回
発
売
の
Ｃ
ａ
ｔ

９
１
０
Ｋ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
（
バ
ケ
ッ
ト
容
量
１
・

３
立
方
㍍
、運
転
質
量
６
・

９
㌧
）、
Ｃ
ａ
ｔ
９
１
４

Ｋ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
（
バ

ケ
ッ
ト
容
量
１
・
５
立
方

㍍
、
運
転
質
量
７
・
９
㌧
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ
ａ
ｔ
９

１
０
Ｈ
、
Ｃ
ａ
ｔ
９
１
４

Ｇ
２
の
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
機
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
で
は
、
環
境
性
能
と
燃

費
効
率
が
さ
ら
に
向
上
し

た
新
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
、
オ
フ
ロ
ー
ド
法
２
０

１
１
年
基
準
に
適
合
。
ま

た
、
ク
ラ
ス
ト
ッ
プ
の
常

用
荷
重
、
小
回
り
性
、
そ

し
て
電
子
制
御
Ｈ
Ｓ
Ｔ

（
ハ
イ
ド
ロ
ス
タ
テ
ィ
ッ

ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
搭
載
に
よ
る

ス
ム
ー
ズ
で
パ
ワ

フ
ル
な
走
行
性
能

な
ど
に
よ
り
優
れ

た
生
産
性
を
実
現

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ワ
イ

ド
な
作
業
視
界
を

確
保
し
た
Ｒ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
／
Ｆ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
規

格
対
応
の
新
型

キ
ャ
ブ
、
左
右
・

後
方
の
３
方
向
に

大
き
く
開
く
サ
ー

ビ
ス
ド
ア
な
ど
、

運
転
環
境
や
サ
ー
ビ
ス
性

も
向
上
し
て
お
り
、
顧
客

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ら
な
る

成
功
に
貢
献
す
る
。

　

９
１
０
Ｋ
の
主
な
仕
様

は
、
運
転
質
量
６
９
２
０

㌔
、
標
準
バ
ケ
ッ
ト
容
量

１
・
３
立
方
㍍
、
全
長
６

２
２
５
㍉
、
全
幅
２
３
２

０
㍉
、全
高
３
０
３
５
㍉
、

最
高
走
行
速
度
34
㌔
、
エ

ン
ジ
ン
名
称
Ｃ
ａ
ｔ
Ｃ

３
・
８
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
。標
準
販
売
価
格（
標

準
仕
様
、
工
場
裸
渡
し
、

税
別
）
は
９
１
０
Ｋ
が
１

２
１
７
万
円
、
９
１
４
Ｋ

が
１
６
１
３
万
４
０
０
０

円
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
キ
ャ

タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
広
報

室
☎
03
（
５
７
１
７
）
１

１
２
２
か
特
約
販
売
店
日

本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
南
東
北

支
店
、県
内
各
営
業
所
へ
。

環
境
性
能
と
燃

費
効
率
が
向
上

ホ
イ
ー
ル
ロ

ー
ダ
２
機
種

‌

９
１
０
Ｋ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ�

‌つどいであいさつする鈴木
委員長（上）と参加者

明
日
の
住
ま
い
づ
く
り
で
研
修

県
建
築
士
会
女
性
委
員
会
が
つ
ど
い

点検・診断
資格制度

８
分
野
・
11
施
設
で
構
築

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員
会

環
境
配
慮
書
に
知
事
意
見

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

設
備
実
証　

ア
セ
ス
方
法
書
作
成
へ

‌

活
発
に
意
見
を
出
し
合
っ
た

懇
談
会�

課
題
な
ど
で
意
見
交
換

県
電
設
業
協
会　

若
手
経
営
者
が
懇
談

第3回HM講習

古
道
具
用
い
て
実
演
実
習

三
浦
工
匠

店
・
三
浦
氏　

継
手
・
仕
口
な
ど
説
明

‌

継
手
・
仕
口
を
学
ぶ
受
講
者
ら
（
上
）
と
槍
鉋
の
実
演�

　

国
土
交
通
省
は
11
日
に
開

い
た
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
活
用
推
進

検
討
委
員
会
」
に
、
セ
ン
サ

ー
な
ど
を
使
っ
て
構
造
物
の

状
態
変
化
を
把
握
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
技
術
に
つ
い
て
、

現
場
実
証
技
術
の
公
募
概
要

や
評
価
方
法
な
ど
を
提
示
し

た
。
公
募
タ
イ
プ
と
し
て
、

現
場
ニ
ー
ズ
が
高
く
早
期
に

実
用
化
が
見
込
ま
れ
る
技
術

と
中
長
期
的
に
実
用
化
が
見

込
ま
れ
る
技
術
の
２
タ
イ
プ

を
設
け
、
有
望
な
技
術
に
は

実
証
費
用
を
支
援
す
る
。
近

く
公
募
手
続
き
に
入
り
、
今

秋
に
開
く
次
回
会
合
に
公
募

の
結
果
を
報
告
す
る
。

　

国
交
省
は
、
検
討
委
員
会

に
分
野
別
に
設
置
し
た
「
橋

梁
」「
法
面
・
斜
面
」「
河
川

堤
防
」「
海
洋
・
沿
岸
構
造
物
」

「
空
港
施
設
」
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
、
施
設
管
理

者
が
点
検
・
診
断
を
行
う
上

で
把
握
す
べ
き
事
象
を
整

理
。
こ
の
結
果
を
基
本
に
技

術
公
募
を
行
う
。

　

公
募
に
お
け
る
基
本
要
件

は
①
現
場
ニ
ー
ズ
と
把
握
し

た
い
事
象
に
対
応
し
た
デ
ー

タ
を
取
得
で
き
る
②
計
測
し

た
項
目
（
ひ
ず
み
、
振
動
な

ど
）
を
把
握
で
き
る
要
素
技

術
が
確
立
し
て
い
る
③
セ
ン

サ
ー
・
機
器
な
ど
の
設
置
で

構
造
物
の
機
能
な
ど
を
妨
げ

な
い
④
計
測
形
態
は
固
定

型
・
移
動
型
を
問
わ
な
い
⑤

現
状
よ
り
も
維
持
管
理
費
が

著
し
く
高
く
な
ら
な
い
│
な

ど
の
項
目
を
設
け
る
。

　

採
択
に
当
た
っ
て
は
、
応

募
の
あ
っ
た
技
術
は
必
要
最

低
限
の
要
件
を
満
た
せ
ば
原

則
と
し
て
認
め
る
方
針
。
採

択
さ
れ
た
技
術
の
う
ち
、
経

済
性
、
汎
用
性
、
処
理
速
度

な
ど
が
優
れ
た
技
術
に
対
し

て
は
、
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
予
算
を

活
用
し
、
実
証
費
用
の
一
部

を
支
援
す
る
。

　

現
場
実
証
期
間
は
３
～
５

年
程
度
を
想
定
し
、
単
年
度

ご
と
に
成
果
を
評
価
す
る
。

実
証
費
用
の
支
援
継
続
も
、

毎
年
度
評
価
し
て
可
否
を
判

断
す
る
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
は
、

構
造
物
を
常
時
、
も
し
く
は

複
数
回
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
を

使
用
し
て
計
測
し
、
イ
ン
フ

ラ
の
劣
化
状
況
や
状
態
変
化

を
客
観
的
に
調
べ
る
技
術
。

セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
な
ど
を

構
造
物
に
設
置
し
た
上
で
監

視
す
る
固
定
型
、
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
設
置
し
た
車
両
を
使

っ
て
監
視
す
る
移
動
型
の
技

術
が
あ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

の
現
場
実
証
で
公
募

国
土
交
通
省

６
㍍
）
で
の
発
破
掘
削
や
境

ノ
目
ト
ン
ネ
ル（
１
７
５
㍍
）

の
覆
工
作
業
、
下
部
工
が
進

む
月
舘
高
架
橋（
４
６
２
㍍
）

を
見
学
す
る
。
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
は
同
事
務
所

計
画
課
☎
０
２
４（
５
３
９
）

６
１
３
２
。

　

東
北
地
方
整
備
局
福
島
河

川
国
道
事
務
所
は
25
日
ま

で
、
国
道
１
１
５
号
相
馬
福

島
道
路
・
霊
山
道
路
の
工
事

見
学
会
に
参
加
す
る
小
中
学

生
の
親
子
を
募
集
し
て
い

る
。
開
催
は
８
月
２
日
午
前

10
時
～
正
午
。
先
着
60
人
。

　

金
弁
蔵
ト
ン
ネ
ル
（
６
２

霊
山
道
路
工
事
見
学
会

参
加
親
子
を
募
集

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
郡

山
・
福
島
支
店
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
６
月
度
の
県
内
企

業
倒
産
件
数
（
１
０
０
０
万

円
以
上
）
は
１
件
、
負
債
総

額
は
２
０
０
０
万
円
。
倒
産

件
数
は
前
月
比
で
７
件
、
前

年
同
月
比
で
２
件
減
少
し

た
。
負
債
総
額
は
６
月
に
倒

産
し
た
１
社
が
１
億
円
未
満

と
小
規
模
負
債
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
前
月
比
、
前
年
同

月
比
と
も
大
き
く
下
回
っ

た
。
単
月
で
１
件
の
倒
産
件

数
は
平
成
26
年
２
月
以
来
４

カ
月
ぶ
り
。
単
月
で
１
ケ
タ

台
の
倒
産
件
数
は
23
年
６
月

か
ら
37
カ
月
連
続
と
な
り
、

負
債
総
額
も
25
年
２
月
か
ら

17
カ
月
連
続
で
10
億
円
を
下

回
っ
て
い
る
。
件
数
、
金
額

と
も
小
康
状
態
が
続
い
て
い

る
。

　

地
区
別
で
は
県
北
で
１
件

発
生
。産
業
別
で
は
卸
売
業
、

原
因
別
で
は
販
売
不
振
に
よ

る
業
績
低
迷
で
あ
っ
た
。

　

県
内
は
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基

調
と
し
て
は
着
実
な
持
ち
直

し
の
動
き
を
続
け
て
い
る
。

公
共
投
資
、
住
宅
投
資
は
復

旧
・
復
興
へ
向
け
た
取
り
組

み
が
続
き
、
大
幅
な
増
加
を

続
け
て
お
り
、
東
電
の
賠
償

金
、
各
種
震
災
制
度
資
金
に

よ
る
金
融
支
援
、
下
支
え
効

果
も
大
き
く
寄
与
し
て
倒
産

発
生
を
抑
制
し
て
い
る
。

　

現
在
も
復
旧
・
復
興
工
事

と
除
染
作
業
な
ど
高
水
準
の

建
設
需
要
が
続
い
て
い
る
こ

と
と
東
電
賠
償
金
、
各
種
震

災
制
度
資
金
に
支
え
ら
れ
、

倒
産
が
急
増
す
る
可
能
性
は

低
い
も
の
の
、
人
手
不
足
や

人
件
費
高
騰
な
ど
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
の
影
響
、
さ
ら
に
消

費
税
ア
ッ
プ
後
の
消
費
動
向

な
ど
を
注
意
深
く
見
守
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

県
内
６
月
倒
産
は
１
件

負
債
総
額
も
大
幅
に
減
少
東京商工
リサーチ

　

県
建

築
士
会

女
性
委

員

会

（
鈴
木

深
雪
委
員
長
）
は
12
日
、
二

本
松
市
の
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
で
第
25
回
女
性
建
築
士

の
つ
ど
い
を
開
い
た
。
県
建

築
士
会
安
達
支
部
の
共
催
。

各
支
部
が
前
年
度
の
活
動
内

容
と
今
年
度
の
計
画
を
報
告

し
た
後
、
役
員
改
選
で
鈴
木

委
員
長‌

＝
写
真
＝�

を
再
選
し

た
。

　
「
考
え
よ
う
！
明
日
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
住
ま
い
づ

く
り
」
が
テ
ー
マ
。
鈴
木
委

員
長
は
「
現
状
に
沿
っ
た
住

ま
い
づ
く
り
に
向
け
て
、
勉

強
会
等
を
通
じ
て
よ
り
よ
い

も
の
を
仕
上
げ
た
い
。
10
月

の
建
築
士
会
福
島
大
会
に
向

け
て
、
被
災
地
を
目
で
確
認

し
全
国
に
向
け
情
報
発
信
し

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

の
新
関
永
県
建
築
指
導
課
主

幹
兼
副
課
長
は
、「
木
造
公

営
住
宅
等
を
通
じ
て
県
内
住

宅
産
業
全
体
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
。
安
全
な
居
住
環

境
を
確
保
す
る
た
め
豊
か
な

発
想
力
と
や
さ
し
い
感
性
を

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。
松
隈
仁
吉
県
建

築
士
会
長
、
幕
田
宙
晃
同
青

年
委
員
長
ら
が
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
。
女
性
委
員
会
は

前
回
の
つ
ど
い
以
降
、
放
射

線
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
指
し

た
「
放
射
線
対
策
住
宅
の
手

引
き
」
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
、
放
射
線
の
基
礎
知
識
の

習
得
や
建
材
ご
と
の
遮
蔽
効

果
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

福
島
支
部
の
菅
野
真
由
美

さ
ん
が
活
動
の
体
験
談
と
放

射
線
対
策
な
ど
を
発
表
。
福

島
新
環
境
総
合
研
究
所
の
吉

澤
敏
雄
代
表
理
事
が
「
放
射

線
基
礎
知
識
～
放
射
線
対
策

す
れ
ば
可
能
。

　

10
月
上
旬
に
交
付
決
定
後

着
工
し
実
績
を
報
告
し
た
上

で
補
助
金
が
支
払
わ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
事
務
局
の
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
再
エ
ネ
事
業
事
務

局
☎
03
（
３
２
３
９
）
６
２

２
２
ま
で
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。

備
・
蓄
電
池
・
送
電
線
の
設

計
費
、
設
備
費
、
工
事
費
、

諸
経
費
。
補
助
率
３
分
の
１

以
内
（
上
限
５
億
円
）。
発

電
事
業
と
併
せ
て
収
益
の
一

部
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
再

興
事
業
（
商
業
施
設
、
イ
ン

フ
ラ
、サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
）

を
行
う
こ
と
が
要
件
だ
が
、

補
助
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
。

　

対
象
事
業
者
は
民
間
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
地
方
公
共
団
体
。
特

定
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）、

有
限
責
任
事
業
組
合
（
Ｌ
Ｌ

Ｐ
）
も
履
行
確
約
書
を
提
出

支
援
し
、
発
電
事
業
で
得
ら

れ
る
継
続
的
な
収
益
を
ふ
る

さ
と
再
興
に
活
用
し
て
地
域

の
雇
用
創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
建
を
図
り
農
村
地
域
の

経
済
振
興
を
支
援
す
る
。
公

募
予
算
６
億
円
。

　

補
助
対
象
経
費
は
発
電
設

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
８

月
29
日
ま
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
導
入

促
進
復
興
支
援
補
助
金
（
半

農
半
エ
ネ
モ
デ
ル
等
推
進
事

業
）を
追
加
公
募
し
て
い
る
。

25
日
午
前
10
時
半
か
ら
福
島

市
の
福
島
テ
ル
サ
、
８
月
５

日
午
後
２
時
か
ら
東
京
都
・

千
代
田
区
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

で
説
明
会
を
開
く
。

　

原
子
力
災
害
の
被
災
地

（
避
難
解
除
区
域
等
）
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

（
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
水
力
、
地
熱
）
設
備

を
導
入
す
る
民
間
事
業
者
を

住
宅
に
向
け
て
～
」
と
題
し

講
演
し
た
。

　

福
島
、
安
達
、
郡
山
、
須

賀
川
、
会
津
、
猪
苗
代
、
い

わ
き
、
相
馬
、
双
葉
の
各
支

部
が
前
年
度
の
活
動
内
容
と

今
年
度
の
計
画
を
報
告
。
相

馬
支
部
か
ら
は
い
ま
だ
多
く

の
が
れ
き
が
残
る
沿
岸
被
災

地
の
現
状
も
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、
い
わ
き
支
部
か
ら
は
江

名
町
再
生
へ
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。
13
日
に
は
浪

江
町
、
南
相
馬
市
小
高
区
の

遮
蔽
実
験
地
の
視
察
も
行
っ

た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
。

　

▽
委
員
長
＝
鈴
木
深
雪
▽

副
委
員
長
＝
阿
部
縫
子
、
酒

井
美
代
子
、
飯
塚
静
栄
▽
委

員
＝
遠
藤
悦
子
、高
島
悦
子
、

村
越
の
ぞ
み
、三
瓶
美
由
紀
、

竹
内
樹
美
、
神
田
ま
ゆ
み
、

原
美
幸
、
岩
本
千
夏

　子ども元気復活交付金事業個所は次の通り。
　▽事業名①地区、施設名②交付対象事業費③第5回配分
額※単位千円、関係抜粋
　‌【福島市】�配分額75,564▽地区公園等遊具更新事業①市
内地区公園等4カ所②149,633③74,816
　‌【郡山市】�配分額85,304▽郡山市屋内水泳場整備事業①
開成山水泳場②168,921③84,460
　‌【いわき市】�配分額666,243▽松ヶ岡公園整備事業①平
地区・松ヶ岡公園②333,024③166,512▽なこそ子ども元気
パーク整備事業②南部地区・後宿児童遊園②931,183③
465,591▽子育て支援・児童健全育成機能整備事業①南部
地区・後宿児童遊園②63,781③31,890▽松ヶ岡公園案内板
設置事業①平地区・松ヶ岡公園②4,500③2,250
　‌【須賀川市】�配分額101,758▽須賀川市市民スポーツ広
場整備事業①須賀川市市民スポーツ広場（須賀川市中曽
根地内）②95,530③47,765▽翠ヶ丘公園整備事業①翠ヶ
丘公園（須賀川市愛宕山地
内）②63,000③31,500▽私立保育所・幼稚園遊具更新事業
　①プリムラ保育園ほか1施設②42,077③21,038
　‌【南相馬市】�配分額296,482▽屋内運動場整備事業①鹿
島体育館②587,094③293,547
　‌【伊達市】�配分額19,731▽私立保育園の遊具更新事業①
私立霊山三育保育園,私立梁川保育園②7,729③3,864▽市
内公園の遊具更新事業①生協団地公園ほか4カ所②31,347
③15,673
　‌【本宮市】�配分額29,217▽文教施設等遊具更新事業①和
田字学校前地区ほか,和田幼稚園ほか5幼稚園等②57,856
③28,928
　‌【川俣町】�配分額4,035▽放課後児童保育施設遊具更新
事業　①川俣町わいわいクラブ②7,993③3,996
　‌【大玉村】�配分額217,206▽大玉村屋内運動施設整備事
業①改善センター体育館②430,112③215,056
　‌【鏡石町】�配分額51,040▽ふれあいの森公園「子ども遊
び」支援事業①ふれあいの森公園②861③430▽鳥見山公
園テニスコート整備事業①鳥見山公園②100,219③50,109
　‌【西郷村】�配分額16,706▽西郷村民屋内プール整備事業
①大字小田倉字蛇口・西郷村民屋内プール②33,082③
16,541
　‌【泉崎村】�配分額45,116▽泉崎さつき公園児童運動広場
整備事業①泉崎地区・さつき公園②90,233③45,116
　‌【矢吹町】�配分額16,165▽幼稚園・保育園遊具更新事業
①矢吹町内一円・7幼稚園等②32,010③16,005

補
修
設
計
に
関
す
る
知
識
│

の
７
点
を
確
認
す
る
よ
う
求

め
る
。

　

資
格
の
登
録
期
間
は
お
お

む
ね
５
年
程
度
と
し
、
最
新

の
法
令
・
基
準
や
最
新
の
点

検
技
術
の
試
験
へ
の
反
映
状

況
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
資
格
取
得
者
に
対

し
て
も
更
新
規
定
を
設
け
る

こ
と
を
求
め
、
資
格
更
新
時

に
講
習
の
実
施
や
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の

取
り
組
み
な
ど
を
確
認
さ
せ

る
。

　

一
方
、
提
言
は
、
維
持
管

理
以
外
の
資
格
制
度
の
在
り

方
に
も
触
れ
て
い
る
。現
在
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
高

齢
化
で
経
験
豊
富
な
技
術

者
・
技
能
者
が
急
激
に
減
少

し
て
い
る
上
に
、
イ
ン
フ
ラ

の
新
設
案
件
が
減
少
し
た
た

め
に
、
実
務
の
中
で
の
技
術

力
向
上
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
。
今
後
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

に
お
い
て
安
定
的
な
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
新

設
の
調
査
・
設
計
分
野
に
お

け
る
資
格
制
度
の
必
要
性
を

訴
え
た
。

　

国
交
省
は
、
８
月
中
に
今

回
の
提
言
を
最
終
決
定
し
た

上
で
、
９
月
以
降
、
資
格
の

登
録
規
定
や
点
検
・
診
断
に

求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
術
を

告
示
す
る
予
定
。
26
年
度
中

に
民
間
資
格
を
公
募
し
て
評

価
し
、
登
録
を
終
え
る
。
27

年
度
か
ら
、
直
轄
事
業
を
手

始
め
に
登
録
し
た
資
格
を
入

札
参
加
要
件
に
活
用
す
る
。

　

復
興
庁
が
11
日
通
知
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
活
交
付
金

（
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
）
第
６
回
配
分
は
８
市
村

72
億
６
８
０
０
万
円
の
事
業

に
対
し
、
国
費
63
億
５
７
０

０
万
円
。
内
訳
は
災
害
公
営

住
宅
整
備
事
業
が
72
億
４
０

０
０
万
円
（
国
費
63
億
３
５

０
０
万
円
）、
本
宮
市
の
道

路
事
業
２
５
０
０
万
円
（
国

費
２
０
０
０
万
円
）。
い
わ

き
の
先
行
展
示
施
設
経
費
３

０
０
万
円
（
全
額
国
費
、
ソ

フ
ト
事
業
）。

　

こ
れ
に
よ
り
原
発
避
難
者

向
け
の
復
興
公
営
住
宅
と
し

て
は
新
た
に
１
９
０
戸
に
配

分
し
、
全
体
整
備
計
画
戸
数

４
８
９
０
戸
の
う
ち
３
９
１

３
１
戸
に
つ
い
て
予
算
措
置

が
な
さ
れ
た
。
新
規
配
分
団

地
は
１
９
０
戸
だ
が
既
申
請

　

復
興
庁
は
11
日
、
子
ど
も

元
気
復
活
交
付
金
（
福
島
定

住
等
緊
急
支
援
交
付
金
）
の

交
付
可
能
額
（
第
５
回
）
を

通
知
し
た
。
13
市
町
村
で
行

う
事
業
32
億
円
に
対
し
、
国

費
16
億
円
を
交
付
す
る
。
学

校
・
保
育
所
・
公
園
等
の
遊

具
更
新
27
カ
所
、
運
動
施
設

10
カ
所
な
ど
。
ま
た
同
日
付

で
第
６
回
の
募
集
を
開
始
し

た
。

　

同
交
付
金
は
原
発
事
故
の

影
響
を
懸
念
し
自
主
避
難
が

続
い
て
い
る
こ
と
や
、
子
供

の
戸
外
で
の
運
動
機
会
が
減

少
し
、
体
力
の
低
下
が
見
ら

れ
る
な
ど
健
全
な
育
成
環
境

が
損
な
わ
れ
て
い
る
状
況
か

ら
、
公
的
な
賃
貸
住
宅
整
備

や
子
ど
も
の
運
動
機
会
確
保

の
た
め
の
施
設
整
備
に
充
て

る
。

　

事
業
個
所
は
左
欄
掲
載
。

団
地
の
戸
数
増
減
が
あ
る
た

め
、
新
規
整
備
戸
数
は
異
な

る‌

《
表
参
照
》�。

　

災
害
公
営
住
宅
の
受
入
市

町
村
別
内
訳
は
次
の
通
り
。

※
①
事
業
主
体
②
事
業
費

（
単
位
百
万
円
）③
国
費（
同
）

④
主
な
配
分
内
容
│
の
順

　

▽
福
島
市
①
県
②
１
、
２

０
８
③
１
、０
５
７
④
用
地
・

設
計
▽
郡
山
市
①
県
②
４
、

０
１
５
③
３
、
５
１
３
④
建

設
▽
い
わ
き
市
①
県
②
３
③

３
④
避
難
者
支
援
▽
白
河
市

①
県
②
８
０
②
７
０
③
設
計

▽
二
本
松
市
①
県
②
１
、
４

４
０
③
１
、２
６
０
④
造
成
・

建
設
▽
本
宮
市
①
本
宮
市
②

２
５
③
２
０
④
道
路
▽
大
玉

村
①
大
玉
村
②
３
９
③
３
４

④
設
計
・
造
成
▽
川
内
村
①

川
内
村
②
４
５
７
③
４
０
０

④
建
設

コミュニティ
復活交付金

８
市
村
に
国
費
63
・
５
億
円

新
規
に
190
戸
分
を
配
分

予
算
措
置

８

割

に


